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共鳴トンネルダイオード（RTD）発振器は、小型かつ室温動作可能なデバイスであり、THz 光

源として有力視されている。一方、RTD発振器出力は 1 THzで 10 µW程度と比較的小さく、様々

な応用に向けて高出力化が求められている。そのため、矩形空洞共振器と大面積 RTD を用いた高

出力デバイスが提案され[1][2]、発振動作は実証された[3]。しかしながら、大面積大電流動作で、

また、寄生発振抑圧用の安定化抵抗が RTD に隣接しているため、その発熱も合わさって RTD が

熱破壊されやすく高出力発振は得られていない。そこで、安定化抵抗をRTDから離し大面積化し、

さらに、放熱を妨げていた n+InGaAs導電層を熱伝導の良い n+InP に変更したところ、530 GHz で

約 200 µWの高出力発振を達成したので報告する。 

Fig. 1にデバイス構造を示す。中央に大面積 RTDと空洞共振器が接続され、共振器の両端から

伸びる金属板は THz波を放射するダイポールアンテナとして機能する。RTD の微分負性コンダク

タンスが回路損失を打ち消して発振が起こり、発振周波数は共振器のインダクタンスと RTDキャ

パシタンスの LC並列共振で決定される。空洞共振器はインダクタンスが小さく大面積の RTD が

使用できるため、高い周波数で高出力が期待できる[1]。共振器の外に安定化抵抗が形成され、こ

れにより、低周波の寄生発振を抑制している。安定化抵抗の抵抗値はそのままに大面積化するこ

とで発熱が抑えられ、かつ、RTD メサから離して配置することにより RTDメサの温度上昇を抑え

ている。これに加え、RTD エピ構造の一番下にある熱伝導率が低い n+InGaAs導電層を、熱伝導率

の良い n+InP に一部置き換えることにより放熱を改善している。Fig. 2 に 発振出力の周波数依存

性を示す。出力はパワーメーターで測定し、光学的な損失を計算し補正している。実験は共振器

サイズの作製誤差などを含むが、理論の傾向と一致し、530 GHzにおいて約 200 µWの高出力発振

が得られた。また、10 µm2の大面積 RTD でも熱破壊は起きなかった。今後、デバイスの構造最適

化を行い、より高出力を目指す。  
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Fig. 1. Schematic device structure of RTD THz oscillator 

integrated with rectangular cavity resonator. 

Fig. 2. Output power as a function of oscillation frequency. 

Theoretical carve is also plotted. 

第69回応用物理学会春季学術講演会 講演予稿集 (2022 青山学院大学　相模原キャンパス ＆ オンライン)25p-D315-2 

© 2022年 応用物理学会 03-377 3.9


